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子育てサロン′′号

出席カード

みんなでお遊戯♪lい槻

活動日　　　おあしす＠金上（第3水曜日）

手作りシーソーでギッタンパッコン長城

おやつタイム）∧0＜（金l二

少
子
化
・
核
家
族
が
進
む
中
、

母
親
た
ち
は
溢
れ
る
育
児
情
報

に
迷
い
、
孤
立
し
た
育
児
環
境

の
中
で
「
子
育
て
」
　
に
悩
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
育
児
不
安
を
少

し
で
も
軽
減
し
、
子
ど
も
た
ち

が
豊
か
に
成
長
す
る
た
め
の
支

援
を
目
的
と
し
て
「
子
育
て
サ

ロ
ン
」
　
は
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
が
気
軽
に
子
育
て
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
、
一
緒
に
遊
び

交
流
の
輪
を
広
げ
て
、
楽
し
い

子
育
て
が
で
き
る
場
所
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
お
あ
し
す

＠
金
上
・
＠
中
根
・
＠
長
堀
を

立
ち
上
げ
今
年
度
で
1
0
年
に
な

り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
を
広
め
る

会
福
祉
部
会
と
ひ
た
ち
な
か
市

第
2
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
が
協
働
し
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
は
、
自
由
遊
び
や
・
手
遊
び
・

読
み
聞
か
せ
等
々
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ロ
ン
で
独
自
性
を
持
っ
た
運

営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
も
子
ど
も
た

ち
も
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く

り
、
笑
顔
で
帰
っ
て
、
ま
た
来

て
く
れ
る
事
を
願
い
、
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
や
子
育
て
の
相

談
を
受
け
な
が
ら
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

苛
碗

祉
部
会
会
長

岡
田
　
皇
勝
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平成26年1～12月　事故発生箇所ワースト5

人身事故　　　　　　　　　物損事故

金上十字路　　17件　　勝臼中央（駅周辺）70件

勝田中央　　　16件　　笹野（常陽銀行）　69件

東石川（NTT）16件　　東石川（1～3丁目）62件

笹野（常陽銀行）15件　　金上十字路　　　47件

表呵　　　　13件　石川町　　　　44件

事故の原因は？

①前方不注意による追突
（携帯電話や物を取るなどのわき見運転）

（む横断中の事故（歩行者の「車から見えているだろう」

「渡れるだろう」の甘い判断）

③信号無視
（黄色信号での無理な進入、信号見落とし）

お知らせ 
・ひたちなか西署では、二セ電話詐欺撲滅を目指して、「迷惑電話チェッカー」を、2年間 

利用できるモニターを募集しています。モニター条件がありますので詳細は西署生活安 
全課へお問い合わせください。 

・平成26年は、空き巣・居空き・二セ電話詐欺・万引きが昨年より増えています。 

最小限に抑えるには！

・「だろう運転」はしない！

・搭乗者全員がシートベルト着用

・信号で止まったときは、サイド

ブレーキを併用する。
・歩行者は、反射板を身に着ける。

横断歩道を渡る。

平成26年　事故件数

内　訳 �一中学区 �西署管内 

軽　傷 �133 �851 

重　傷 �9 �55 

死　亡 �1 �6 

人身事故総数 �143 �912 

負傷者数（人） �184 �1．213 

物損事故 �607 �3，916 

人身事故143件中

歩行者の関わる事故
自転車の関わる事故
バイクの関わる事故

＊ひたちなか西署生活安全課課長豊嶋様

と勝田新前交番で、一中地区の交通事故
状況についてお話を伺いました。

武石浩破

歴

3

7

5

1

　

2

す
。
大
正
3
年
に
建
て
ら
れ
た

ひ
と
き
わ
大
き
い
浩
硬
の
墓
石

が
、
生
家
を
見
下
ろ
す
勝
倉
地

蔵
根
の
武
石
家
の
墓
所
に
あ
り

ま
す
。

戸
一
校
）
に
は
特
待
生
と
し
て
入
学
し
た
そ
う
で
す
。
中
学
校

に
お
い
て
も
成
績
は
優
秀
で
、
上
級
生
に
な
る
と
短
歌
や
俳
句

な
ど
を
文
芸
雑
誌
に
投
稿
す
る
文
学
青
年
で
し
た
。

し
か
し
卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
明
治
4
1
年
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
郊
外
で
開
催
さ
れ
た
飛
行
大
会
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
飛
行

家
ル
イ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
姿
に
感
動
し
、
急
速
に
飛
行
機
に
熱

中
し
て
い
き
ま
し
た
。
飛
行
機
に
関
す
る
本
を
買
い
求
め
、
猛

勉
強
。
明
治
4
5
年
2
月
に
は
、
カ
ー
チ
ス
飛
行
学
校
に
入
学
し
、

わ
ず
か
3
ケ
月
で
飛
行
機
の
操
縦
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

翌
大
正
2
年
4
月
、
浩
彼
は
飛
行
機
を
携
え
て
日
本
に
帰
国
。

同
年
5
月
3
、
4
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
催
の
「
都
市
連
絡

飛
行
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
3
日
は
兵
庫
県
鳴
尾
競
馬
場
で
旋

回
飛
行
を
披
露
。
4
日
午
前
に
鳴
尾
を
飛
び
立
っ
た
飛
行
機
は
、

ま
ず
大
阪
に
無
事
着
陸
。
午
後
、
京
都
に
向
か
っ
た
飛
行
機
は

や
が
て
京
都
深
章
の
上
空
に
悠
然
と
姿
を
現
し
ま
し
た
。
誰
も

が
成
功
を
確
信
し
て
い
た
着
陸
寸
前
、
機
体
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
墜
落
大
破
。
浩
境
は
投
げ
出
さ
れ
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た

が
、
ま
も
な
く
2
8
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
衝
撃
的
な

最
期
は
当
時
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
、
飛
行
機
に
命
を
懸
け
た
浩

境
に
多
く
の
若
者
が
感
動
し
、
飛
行
家
を
志
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
名
は
道
之
助
。

／
　
　
小
学
校
の
成
績
は
抜
群
だ
っ

た
の
で
、
水
戸
中
学
校
（
現
水

武
石
浩
破
（
こ
う
は
）
　
の

生
家
を
訪
ね
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
浩
硬
は
、
明
治
1
7
年

（
1
8
8
4
）
、
那
珂
郡
勝
田
村

勝
倉
（
現
ひ
た
ち
な
か
市
勝
倉
）

に
お
い
て
、
父
・
利
兵
衛
、
母
・

さ
ん
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

靖
倉
出
身
の
良
問
飛
行
家
「
武
石
麓
環
」
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私のたのしみ

¢　木貼り子時計作り

ゼ伊　　川瀬英幸さん
物作りを楽しむ川瀬英幸さん（66）に、東中

根団地のご自宅（仕事部屋）でお話を伺いました。
長野のご実家が履物屋で、木工用道具が身近に
あり下駄などを作る父親の姿を見て育った川瀬

さんは、小さい頃から物を作るのか大好き。小5

の頃には廃材で東京タワーを作ったそうです。就

職も機械設計の仕事で、長年物作りにかかわっ
て来られました。

定年を迎えてから、自由な物作りに専念。動く
ものがいいと、時計を作り始めました。金属は加

工が大変なので、小さい頃から慣れ親しみ細工
のし易い木で作ることにしました。最初は、本体

だけ木の電気時計を作りましたが、どうせならと

振り子時計に挑戦。ゼンマイだけが既製品で歯
車・振り子・針・文字盤・数字などを木工細工し
ました。歯車の数や仕組みは同じでも、花・動物

などデザインはみな違い、細かい加工です。設計・

加工・組み立て・調整と、1つ作るのに2ケ月位

かかるそうです。「作るのが楽しい。特に形が出

来上がって調節する時が1番嬉しい」「難しいの
は回転の負荷を小さくすることで、いろいろ試し
たが蜜ろうワックスをぬるのが1番良い」と、少

年のような笑顔で話してくれました。

仕事部屋は、廃材で作った机・引き出し・棚に、
パソコンや糸のこ・旋盤など工作機械・道具・材

料がいっぱいです。

木工だけでなく味噌作りにも挑戦。麹も家で
作ろうと保温器も作りましたが、温度調節がなか
なか難しく、今では∃一タルト作りに利用してい

るそうです。本当に物作りを楽しんでいらっしゃ

る婆に感鎧を受けました。

鍵盤脾臓参妙齢
勝島サッカースポーツ少年団

勝倉サ、リカースポーツ少年団は、勝倉小グラウ
ンドで毎週土曜日の午前中、練習をしています。

現在、1～6年生合わせて33人の団員がおり、

ひたちなかオーシャンカップ学年別と、全回大会

につながる茨城県大会（学年別・中村杯）等の少

年サッカー大会に出場しています。試合は1チー

ム8人です。

少年団発足は＼Jリーグ発足と同年の1993年5

月。小学校に赴任された先生の呼びかけで、サッ

カーの好きな子どもたちが集まり活動を始めまし

た。その後、発足当時の子どもたちの親が中心と

なってコーチとして残り、現在の活動につながっ

て23年日に入りました。毎週の練習以外に、夏

は合宿・3月は6年生の卒団式を行なっています。

勝倉小での練習に参加できるサッカー好きの小学

生、入団はいつでも大歓迎です。

魂幽

地域のわだい

妙純艶私峨脚
西中棍自治会

12月19日、西中裾女性セミナー主催の「しめ飾り

作り」が、14人の参加で西中裾会館に於いて行われ

ました。

会代表の伊藤昭子さんの指導で作ります。ます、

わら2本で左もじりの縄作り。毎年作っていてもコ

ツをつかむまでは矧こならす、悪戦苦闘していまし

た。次にしめ縄作り。一握りのわらを3等分して左

もじりするのはなかなか難しく、手伝い合って蕪に

作りました。いよいよ　しめ紺こ拷起物の飾りを順

序良く付けていきます。昆布（よろこぶ）・裏白（蓑
も白いところを見せる）・ゆすり葉（次の代に譲る）・

橙（代々卜柿（福をかきこむ）・海老（1年ごとに

脱皮して大きくなる）・末広（繁栄）を願いながら、

参加者は立派なしめ飾りを作ることができました。

西中裾では1月11日にどんど焼きが行われ今年

の幸運を願ってしめ飾りは空に返されました。

繊勤電器馳姐
中根小学校

2月24日、中根小4年生の児童が、大川の堂下

楕付近に鮭の稚魚を放流しました。これは、日月
25日に那珂Jll第一漁業協同組合が中根小に鮭の受

精卵を届けて、子どもたちが家で3か月大切に絹

化させ育てた稚魚です。

子どもたちは、「卵（稚魚）が流れないように

気を付けながら、2・3日に1回水の交換（水道

水を汲み置きしておく）するのが大変だった」「目

が現れ、頭ができ、しっばが出てきて、毎日変わ
るのを見るのか楽しみだった」と育てた様子を話

してくれました。別れが少し寂しそうでした。稚

魚まで育てられなかった児童は、学校で育てた稚

魚を放流。「元気に戻って来い！」の子どもたち
の声が響きました。

毎年放流しているので、近年は大川に鮭が戻っ
て来るのをわずかながら見られるそうです。

新
春
の
集
い
の

開
催
に
つ
い
て

富
士
山
自
治
会
広
報
担
当

鈴
木
　
敏
男

富
士
山
自
治
会
で
は
、
毎

年
1
月
に
恒
例
の
　
「
新
春
の

集
い
」
　
と
し
て
、
餅
つ
き
大

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
1
月
1
8
日
冬
空

の
晴
天
の
下
、
富
士
山
公
園

に
多
く
の
皆
さ
ん
が
奉
加
し

て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。

こ
の
　
「
新
春
の
集
い
」
　
は

年
頭
行
事
と
し
て
、
地
域
住

民
が
一
堂
に
会
し
、
賀
詞
交

換
と
餅
つ
き
を
通
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

富
士
山
子
ど
も
会
・
育
成

会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
出
来

た
て
の
　
「
謁
こ
ろ
餅
」
　
「
き

な
粉
餅
」
　
を
食
し
な
が
ら
、

今
年
一
年
を
元
気
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
ど
の
会
話
が
弾

み
ま
し
た
。

そ
の
他
富
士
山
自
治
会
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域

と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
8

月
に
は
「
富
士
山
夏
祭
り
」
、

日
月
に
は
「
ふ
れ
あ
い
の
集

い
」
と
し
て
芋
ほ
U
等
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
加
入
世
帯
2
5
2

戸
の
住
民
が
、
気
持
ち
良
く

生
活
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

大
成
町
に
越
し
て
き
て

大
成
町
自
治
会

小
堀
　
繁
治

私
は
東
京
、
家
内
は
中
国

生
ま
れ
で
、
知
り
合
う
前
か

ら
結
婚
直
後
ま
で
諸
事
情
に

よ
り
、
各
地
を
転
々
と
し
て

き
ま
し
た
。
勝
田
に
来
て
1
3

年
、
5
0
歳
を
目
前
に
人
生
の

終
焉
地
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
当
初
は
離
島
生
活
に
憧

れ
、
青
ヶ
島
や
薩
摩
硫
黄
島

を
候
補
に
挙
げ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
り

思
い
を
改
め
、
身
内
の
元
へ

夜
中
で
も
直
行
で
き
、
暮
ら

し
易
く
、
温
か
み
が
感
じ
ら

れ
る
こ
の
地
を
選
び
ま
し

た
。
各
地
を
転
々
と
し
て
き

た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
感

じ
得
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

決
意
し
て
か
ら
わ
ず
か
3

か
月
後
の
平
成
2
5
年
1
月
に

あ
れ
や
・
こ
れ
や
療

家
を
契
約
、
2
月
に
は
大
成

町
の
一
員
に
迎
え
入
れ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
、
全
て
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
誤
算
も
あ
り
ま
し

た
。
夫
婦
二
人
で
静
か
に
暮

ら
す
つ
も
り
で
し
た
が
、
実

家
が
で
き
た
と
大
喜
び
の
息

子
・
娘
夫
婦
、
そ
れ
に
親
。

か
な
り
賑
や
か
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
原
稿
提
出
の
翌
々

遇
に
は
息
子
の
嫁
が
　
（
恵
子

を
置
い
て
）
　
5
月
に
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
孫
を
連
れ
、
や

っ
て
き
ま
す
。
「
ど
こ
よ
り

も
大
成
町
の
実
家
が
1
番
落

ち
着
く
の
で
、
1
か
月
弱
お

邪
魔
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
（
あ
な
た
の
実
家
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ー
・
）
我
が
家

に
静
け
さ
は
い
つ
来
る
の
？

と
も
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
頗
い
い
た
し
ま
す
。

今
日
は
何
の
臼
コ
ー
ナ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
行
先

表
示
板
を
利
用
し
て
「
今
日

は
何
の
日
」
や
「
季
節
の
写

真
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
子
ピ
ア
ノ
雫
譜
！

こ
の
ほ
ど
コ
ミ
セ
ン
利
用

団
体
の
〃
コ
ス
ペ
ル
L
O

V
e
－
′
S
〃
様
か
ら
電
子

ピ
ア
ノ
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
3
階
の
研
修

室
2
に
備
え
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
ほ
か
オ
ル
ガ

ン
・
ハ
ー
プ
等
の
サ
ウ
ン
ド

■
で
演
奏
が
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
を
－
・
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
室
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
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卓琴を楽しみながら・‥
コスモス球友　　伊藤　紀博

なんだかんだと私が－コスモス一　にお世話になって、すでに30
年になります。どうしてこんなに続いたのでしょう。振り返ってみ
ると、居心地が良いというか、楽しく笑いながらの部分があったか
ら。初めに郡を作った大森さんの人柄だったのだと思います。当初
は2・3人くらいのときも多々ありました。地道にコンコンと球を
打ち続け、現在は部員も15人ほどになりました。中学生から上は
80代を超えるまで、広い年齢層になっています。男10人・女5
人と、女性天国のようですがそこは勝負ごと、本性を出さざるを得
ない打ち合いとかけひきが必要です。難しい球が相手コートに入っ
たときや思いっきリボールを打ったときなど、なんと気持ちの良い
ことでしょう！

練習は毎週水曜日、午後6時半から9時まで。長い休憩を入れながら
明日を見つめてガンバっています。若い人たちにはちょっと申し訳ない
気もしていますが、姫を重ねると続ける気力が「勝負のため」から「体
のため」に変わるので、各々の考えに合った練習を行い健康な毎日を過
ごせればそれも良しと思うこの頃です。
毎年行う暑気払いと忘年会はカラオケスタジオに行っての大盛況。歌

にタンスと盛り上がり、とても楽しい私たちの卓球ウラフです。
なお、新人部員の確保も部員一同、常々心かけています。初心者

の方、経繋者の方、いつでも部会長の大森宅へ気軽にお電話をくだ
さい0　　　　　　　　　　　　　（TEL　237－1686）

、・云一字‾．．守二一闇雲！

夫とタンスの窄い坦
三反田自治会　　吉木　一美（78）

今から34年前（昭和56年3月頃）ちょっとしたパーティーに参加し
たとき、ウルツやタンコの素敵な曲が流れても踊り出す人が少なくて、もっ
と踊ればいいのにと思いました。「私も踊ってみたい。誰か、タンスを教
えてくださる方がいないかしら？」
運動の好きな夫とも意気投合。私たち夫婦と友だち2人の4人でタンス

を教えてくれる人を探し、レッスン場所もOK、何とか見つかりました。「年
を重ねても一生輝いていたい」との願いと4月の誕生石にちなんで「タイ
ヤモンド・タンスサークル」と命名し、この年の4月にサークルをスタート。
9月には「勝田市アマチュアタンス協会」も発足し、共に私たちも18人
の会員で加盟登録しました。
それから25年、今は亡き夫と共に競技会に参加したり、会員の方々の

ご協力を得ながら指導者として会をまと
め、親睦旅行やダンスパーティーを計画
したりと、輝く楽しい時間を過ごすこと
ができました。特に平成16年には、群
馬県で行われた　tlねんりんひっく』のタ
ンス部門（団休戦）に茨城県の代表とし
て参加し、33チーム中5位入賞。練習は
厳しかったけれど、ピンクのロングドレ
スを看てライトを浴びながら夫と踊った
想い出は、私の宝ものです。

32年間タンスに携わって来ましたが、
平成25年5月に県中央地区及び県タンス
連盟を引退させていただきました。私に
とってタンスは生き甲斐でした。今こう
して元気で、たくさんの友だちと交流でき
るのも、タンスのお蔭と感謝しております。

髄埠憎や牒＼東二審妻患韮恥母港呼港町

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ひ
た
ち
な
か
市
更
生
保
護
女
性
の
会
　
堀
江
　
や
い
（
金
上
在
住
）

「
更
生
保
護
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
罪
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
人
た
ち
も
、
や
が
て
は
社
会
に
戻
っ

て
来
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
再
び
罪
を
犯

さ
な
い
よ
う
地
域
の
人
々
が
立
ち
直
り
を
見
守

り
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
国
の
施
策
で
す
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
周
り
に
刑
務
所
や
少
年

院
な
ど
か
ら
出
て
き
た
人
が
い
る
と
、
な
る
べ

く
近
寄
ら
な
い
・
口
も
利
か
な
い
・
排
除
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
結

果
、
彼
ら
は
再
犯
を
繰
り
返
す
の
で
す
。
地
域

で
立
ち
直
り
を
見
守
る
大
切
さ
を
人
々
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
更
生
保
護
奇
稚
雲
（
全

量
の
会
）
の
活
動
の
柱
で
す
。

ひ
た
ち
な
か
市
内
に
は
、
水
戸
刑
務
所
を
は

じ
め
、
更
生
保
護
施
設
「
青
光
苑
」
・
茨
城
就

業
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
青
光
苑

に
は
、
刑
務
所
や
少
年
院
を
出
て
も
行
き
場
も

な
い
人
た
ち
が
一
時
帰
任
し
、
社
会
復
帰
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
入
所
者
た
ち
の
自

立
更
生
を
激
励
す
る
た
め
に
、
花
を
活
け
た
り
、

誕
生
会
や
ポ
ー
リ
ン
グ
大
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・

花
植
え
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
所

後
就
農
を
め
ざ
し
て
実
習
し
て
い
る
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー
入
所
者
の
た
め
に
、
納
涼
会
や
ク
リ

ス
マ
ス
会
・
食
事
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
も
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
子
ど
も

を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
ミ
ニ
集

会
・
市
内
の
全
小
学
校
を
対
象
に
し
た
「
あ
い

き
つ
運
動
」
・
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止

運
動
・
薬
物
乱
用
防
止
運
動
な
ど
で
す
。

ま
た
、
子
育
て
中
の
親
対
象
の
子
育

て
支
援
活
動
が
あ
り
ま
す
。
那
珂
湊
児

童
鹿
で
子
育
て
サ
ロ
ン
「
お
し
ゃ
べ
リ

ル
ー
ム
あ
や
と
り
」
と
子
ど
も
ふ
れ
あ

い
館
で
「
お
し
ゃ
べ
リ
ル
ー
ム
ひ
だ
ま

り
」
を
各
々
毎
月
2
回
ほ
ど
開
設
し
て

い
ま
す
。
毎
回
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
母

親
た
ち
の
ト
ー
ク
な
ど
で
楽
し
い
時
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
仙
人
、
高
齢
化
と
会

員
不
足
が
悩
み
で
す
。
仲
間
に
な
っ
て

く
だ
さ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。
や
り
が

い
の
あ
る
楽
し
い
会
で
す
。

（
な
お
、
一
中
地
区
で
は
8
人
程
が
こ
の

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
）

「
お
し
ゃ
べ
り
ル
ー
ム

あ
や
と
り
」
の
お
妻
子
作
り

対
し
身
元
・
塾
長
・
諒
≠
諒
亭
ム

払

体
育
部
会

2
月
1
5
日
、
ひ
た
ち
な
か
市

ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

行
わ
れ
た
。
各
地
区
か
ら
3
チ

ー
ム
と
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
合

計
2
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
中
地

区
か
ら
は
三
反
日
・
西
中
根
・

金
上
が
奉
加
。

結
果
報
告

第
三
位
　
西
中
棍
A

敢
闘
賞
　
三
反
田
ル
ー
キ
ー

金
上
プ
レ
イ
カ
ー

文
化
部
会

2
月
2
1
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
に
て
　
「
お
い
し
い
紅
茶
の

入
れ
方
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
飯
塚

荘
司
講
師
の
紅
茶
の
入
れ
方

は
、
「
9
5
度
の
お
湯
を
勢
い

よ
く
注
ぎ
、
3
～
5
分
蒸
す
」

が
コ
ツ
。
山
田
陽
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
・
栗
田
貴
祥
さ
ん
の

オ
ー
ボ
エ
演
奏
で
、
「
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
」
　
「
早
春
賦
」
　
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
。
門
人
の

参
加
者
は
、
お
い
し
い
紅
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
そ
の
美
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
音
色
に
包

ま
れ
た
。

環
境
部
会

春
間
近
の
2
月
7
日
、
大
成
呵

地
区
を
総
勢
2
5
人
で
巡
視
。
ご
み

収
拾
を
行
っ
た
。
張
り
切
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
が
住
宅
地
の
た
め
、

ご
み
の
塁
は
今
ま
で
の
巡
視
よ
り

す
っ
と
少
な
く
、
小
袋
で
8
個
。

町
が
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る
こ

と
は
良
い
こ
と
と
安
堵
し
た
。

皆
さ
ん
の

町
の
中
は
ど

う
で
す
か
？

道
路
・
広
場

な
ど
案
外
ご

み
が
落
ち
て

い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

無
関
心
に
な

り
が
ち
で
す

が
、
ぜ
ひ
注

意
し
て
見
て
、

ご
み
が
あ
っ

た
ら
拾
っ
て

く
だ
さ
い
！

青
少
年
部
会

1
月
1
0
日
、
風
も
無
く
日
射

し
か
暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
晴
天

の
田
、
三
反
田
小
学
校
体
育
館

で
、
ま
ゆ
玉
作
り
が
行
わ
れ
た
。

木
の
枝
に
ピ
ン
ク
・
白
・
緑
の

餅
を
飾
る
作
業
だ
が
、
賑
や
か

な
歓
声
の
あ
が
る
中
、
あ
っ
と

い
う
間
に
餅
の
花
が
咲
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
奉
加
の
一

中
生
が
餅
つ
き
体
験
や
、
ま
ゆ

玉
作
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

く
れ
た
。
完
成
し
た
ま
ゆ
玉
の

毎
年
、
年
度
の
最
終
号
予

で
芸
能
音
楽
祭
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

ら
ち
は
子
育
て
サ
ロ
ン
・
地

一
・
域
の
交
通
事
故
状
況
・
地

二
花
の
歴
史
・
あ
れ
や
こ
れ

」
や
・
地
域
の
わ
だ
い
‥
心

に
残
る
想
い
出
・
部
会
だ

よ
り
等
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の

皆
様
に
よ
り
多
く
興
味
を

持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
地
域
密
着
の

紙
面
作
り
を
心
措
け
ま
す

の
で
こ
協
力
を
　
避

よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
　
竃

、


